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公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会  

<Tokyo 2020.NEWS-2019-144> 

 2019年 6月 4日 

 

東京 2020パラリンピック競技大会陸上競技用備品（こん棒）を 

都立工芸高校定時制課程の生徒が製作 

 

 東京 2020 組織委員会は、東京都教育委員会と連携し、オリンピック・パラリンピック教育推進の

一環として、パラスポーツへのさらなる理解促進を目的に、陸上競技こん棒投の競技用備品（こん棒）

の製作を共同で行うこととし、本日、協定を締結しました。この協定に基づき、都立工芸高校定時制

課程の生徒にこん棒の製作を依頼することとなりましたので、お知らせします。 

こん棒の調達に当たっては、国内に製作を行うメーカーがなく、調達先が極めて限定されているこ

とから、この機会をオリンピック・パラリンピック教育推進に活用することとしました。都立工芸高

校は、過去にパラリンピック競技でもあるボッチャの競技用備品（ランプ）を製作した実績がある、

工芸・デザイン系の製作技術を学ぶ高校です。 

スケジュールは以下のとおり、今年 7月から製作を開始、東京 2020テストイベントで使用した後、

東京 2020パラリンピック競技大会本番で使用する予定です。 

 

【こん棒製作本数】 

 20本 

 

【今後のスケジュール（予定）】 

2019年 6月 4日 ：東京都教育委員会との協定締結 

2019年 7月   ：製作開始 

2020年 3月   ：製作物完成、組織委員会へ納品 

2020年 5月   ：東京 2020テストイベントでの使用 

2020年 8月～9月 ：東京 2020パラリンピック競技大会での使用 

  

 

 

 

参考 
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こん棒 

こん棒投の様子（提供 日本パラ陸上競技連盟） 

■ 室伏 広治 東京 2020組織委員会スポーツディレクターコメント 

東京 2020 パラリンピック競技大会本番で選手が使う競技用備品を都立高校の生徒に製作していただく

こととなり、大変嬉しく思います。生徒の皆さんにとっても、選手の皆さんにとっても、心に残る貴重

な経験になるのではないかと思います。生徒たちの想いが込められたこん棒を使い、真剣勝負が行われ

ることを楽しみにしています。選手にとって最高の競技環境を整えられるよう、引き続き関係団体と連

携し、大会の準備に尽力してまいります。 

 

≪「こん棒投」に関する情報≫ 

【「こん棒投」とは】 

「こん棒投（Club Throw）」は、車いすクラスの中でも障がいが重度であり、手にも障がいのある選

手を対象とし、ボウリングのピンに似た長さ約 40センチメートル、重さ 397グラムのこん棒を投げ

て距離を競う。投げ方に制限はなく、後ろ向きに投げることも認められている。 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東京 2020パラリンピック競技大会実施種目】 

・こん棒投 F32（男子／女子） 

・こん棒投 F51（男子／女子） 

 

【世界パラ陸上競技連盟（WPA）陸上競技規則 及び 規定 2018-2019（2018年 1月発効）】 

※以下、日本パラ陸上競技連盟ウェブサイトから抜粋

（https://jaafd.org/pdf/committee2/20190110-001.pdf） 

第 37条 こん棒投 

＜競技会＞ 

1．こん棒は首部と先端部またはそのいずれかで片手だけを使って支えるものとする。こん棒は着地エ

リアの方向を向いて投げても、後ろ向きの姿勢から頭上越えで投げてもよい。 

＜こん棒＞ 

2．構造：こん棒は、先端部（ヘッド）、首部（ネック）、胴体部（ボディ）、底部（エンド）の 4 つの部

分からなるものとする。先端部、首部、胴体部は木製で、全体として固定され、一体化した頑丈な

ものでなければならない。胴体部は、金属製で刻み目や突起や鋭い縁のない円筒状の底部に固定さ

れていなければならない。 

3．先端部、首部、胴体部の表面は、くぼみ、でこぼこ、溝、畝、穴、ざらつきがなく、滑らかなもの

でなければならない。 

4．先端部は球状または円筒状で、首部に向けてすぐに細くなる形状でなければならない。胴体部は、

一番太い部分の直径が 60mm以下でなければならず、形状は円筒状でもよい。こん棒は、首部に向

けて均等に細くなり、金属製底部に向けて少しだけ細くなるものとする。 
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